
　2022 年 6 月 17 日に公布された改正建築基準法・改正建築物省エネ法により、2025

年 4 月（予定）から、旧 4 号建築物（階数 2 以上又は延べ面積 200㎡超の木造一戸建て

住宅等）の構造審査などが開始され、また原則全ての建築物の新築・増築時における省

エネ基準への適合が義務化されます。今まで建築確認・検査対象外であった地域でも、

大半が審査・検査の対象となります。

■ 改正建築基準法について
　今回一番重要な変更点が【4 号特例の見直し】です。「4 号特例」物件については今まで構
造関係規定等一部の審査が省略されていましたが、「消費者が安心して建築物を整備・取得
できる環境を整備する」必要があるということで今回の改正に至っています。

■ そのほか
　これら制度の円滑な実施に向け、国土交通省では各種研修会やオンライン講座を行います。
あわせて全国の設計・施工に携わる方々が広く参加等できるよう、ダイレクトメールも発送
しております。ぜひ受講していただき、2025 年への備えを行ってください。詳細につきま
しては、各関係機関のホームページなどをご確認ください。

■ 改正建築物省エネ法について
　2025 年 4 月以降に着工する原則全ての住宅・建築物について省エネ基準への適合が義務
付けられます（一部適用除外の建築物あり。制度施行時期は現時点での予定です）。新築だ
けではなく、増改築を行う場合も対象になります（増改築には「修繕・模様替え（いわゆる
リフォーム・改修）は含まず」）。増改築の場合は、増改築を行う部分が省エネ基準に適合す
る必要があります。

　木造建築物の仕様の多様化、重量化（階高の引き上げ、高断熱化、太陽光パネルの搭載な
ど）に対して適切に必要壁量や必要な柱の小径の算定を行う為、構造計算を行わず仕様規定
の範囲で構造安全性を確認する建築物についての壁量基準等の見直しがあるので注意が必要
です。

　4 号建築物は新 2 号建築物（階数 2 以上又は延べ面積 200㎡超）、新 3 号建築物（平屋か
つ延べ面積 200㎡以下）となり、建築士が設計・工事監理を行った新 3 号建築物については
引き続き構造関係規定等一部の審査が省略となる予定です。

　義務化は「2025 年 4 月以降に工事に着するもの（現時点での予定）」とされています。
2025 年 3 月までに確認済証が交付されていても着手が 4 月以降になった場合、3 月に確認
申請を提出したものの確認済証の交付が 4 月になってしまった場合も新制度が適用になりま
す。制度変更間際は確認申請機関の混雑なども想定されますので、スケジュールにゆとりを
もった対応をお勧めします。
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物流業界における 2024 年問題2024 年問題 を知っていますか？

2 2023.12

■ 荷主事業者としての具体的な取組み事項①
2024 年問題はもう目の前です。「物流革新に向けた政策パッケージ」の発表から、「やるべきこと」はより明確になりましたが、「やれること」に関しては、
まだまだ準備を必要とすることもたくさんあると思います。

　【必ず取組んでおきたいこと】
　　①出荷時間（計画）に合わせた出荷準備
　　　➡出荷時の順序や荷姿を想定した荷造り等を事前に行い、荷役時間（待機時間）を短縮する。
　　　▷受注締切り時間を設定して、遅くとも出荷日前日の 15 時には配車を仮確定させる。
　　②現場搬入経路を事前に確認して、ドライバーの納品負荷を減らす
　　　➡車上渡しが原則という認識を持ち、搬入サービス（間配り、階上げ等）は荷揚げ人工の手配や別料金として収受できるように得意先へ申入れを行う。
　　　▷取引条件や搬入条件を事前に協議して、取決めを行うようにする。

　【出来るならば取組んでおきたいこと】
　　③出荷情報等の事前提供を心掛ける（物流 DX：システム化の対象案件）
　　④物流コストを可視化（附帯サービスを料金化するための原価を把握する）
　　⑤荷待ち時間を削減するとともに運行効率を向上させるために時間指定を極力受けないようにする（時間指定は料金設定）

■ 荷主事業者としての具体的な取組み事項②

　【必ず取組んでおきたいこと】
　　①納品リードタイムの確保
　　　➡ N（入荷日）＋１日（入荷予定日の前々日）以上の発注を心がける
　　　▷現場工程の遅延を防止するためにメーカーの物流事情や地域性で今まで通りに商品が届かなくなることを想定して早めに発注する習慣を徹底する。
　【出来るならば取組んでおきたいこと】
　　②発注の適正化（メニュープライシング：物流サービスに応じて物流コスト分を価格に反映する取組み）
　　③納期変更や数量変更は早めに（突然のキャンセルや持帰りは料金化）
　　④可能であれば巡回集荷（ミルクラン方式）を採用する方法も検討
　　　▷卸売業からの配送を前提に配送を組み立てるのではなく、卸売業の倉庫へ集荷しながら建築現場へお届けすること

荷主と運送会社との間で、困っていることや
改善したいことを共有する。

関係者を集めてドライバーの労働条件や
労働環境の改善案を検討する場を設ける。

荷主と運送事業者の双方で業務内容を見直し、
改善に取り組む。

➡ ➡

◦発荷主事業者として（出荷側）➡ 対象：資材メーカー、卸売業、販売店様

◦着荷主事業者として（入荷側）➡ 対象：卸売業、販売店様、建築元請業者様（建築現場）
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材木店と住宅建築を二本柱に
小川　ご創業の経緯から聞かせてください。
小泉　創業は 1964 年（昭和 21）、創業者は私
の祖父・小泉武男です。創業の地は、2018 年

（平成 30）に現本社地に事務所・倉庫・工場を
集約移転するまで事務所を置いていた、横浜市
西区北幸です。
小川　横浜駅の近くでしたね。
小泉　はい、材木店と工務店を営む有限会社協
和製材所として、おそらく地域の大工さんたち
をまとめる立ち位置の材木店で、大工さんたち
がお客様で仲間でもあるという関係で始まった
と思います。今も祖父が 1950 年代に手がけた
住宅の家守りもさせていただいています。
小川　その後も、材木店と工務店の二本柱でご
商売を続けるなかで、お父様が後を継がれたと
いうことですね。
小泉　はい、父、武信の時代には、横浜駅近く
にあった百貨店さんの外商部で新築住宅も受注
されていて、そのお手伝いもする、お抱え工務
店と地元の材木店としての両軸で動いていまし
た。ですから、父の時代に新築した住宅でも毎
年営繕工事を任せていただいています。
　そうしたお付き合いを経験するなかで、当社
は、「100 年後も資産価値が続く家を目指すた
め、現時点で提供できる最高クラスの性能を実
現し、その快適さが持続するために必要な性能
を逆算して家を建てること」を徹底して追及す
るようになりました。

SRC から木造建築へ
小川　小泉社長は、幼い頃から後を継ぐお気持
ちでしたか。
小泉　祖父は私が生まれてすぐに亡くなりまし
たが、私が物心つく頃には事あるごとに番頭さ
んや職人さん、大工さんたち数十名が神奈川区
にあった実家に集まり、母が食事をふるまって
いました。そんな中で育ちましたので、幼少期
の頃の作文には「将来は後を継ぎたい」と書い
ていました。
小川　そして、建築も学ばれたのですね。
小泉　父は、工務店として頑張れるように、私
には現場監督ができるように学ぶことを望んで
いましたので、大学は理工学部の建築学科に入
り、一級施工管理士の資格を取得しました。
　卒業後は、地元ゼネコンに入社して現場監督
を 8 年間勤め、30 歳のときに小泉木材へ転職
しました。それまでは SRC（鉄筋鉄骨コンクリー
ト造）の施工管理をしていたので、当時の私に
は木造の知識がほとんどありませんでした。
小川　30 歳になって材木と木造建築について
一から学ばれたということですか。
小泉　はい、前職でお付き合いのあった設計事
務所さんから、小泉木材として木造住宅の新築
工事を受注できることになりました。それを契
機に私も木造について一から勉強して、その分
野の事業を私が率先して引き受けるようになり
ました。
小川　小泉木材さんの売上として結実する仕事
に取り組みはじめたということですね。
小泉　先行きが不安視されていた材木店売上と
は別の事業で売上が立つようになり、小泉木材
の足腰はガッシリしたと思います。
　木造建築事業が成長するなかで、私が専務に
なったのが 34 歳のときです。5 年間の管理経
験がないと代表取締役にはなれないので、父が
退任しようと考えていた時期から逆算していた
のかもしれません。
小川　専務就任の 5 年後に社長に就任されたと
いうことですね。
　現在の材木・建材類の売上と、建築工事の売
上の割合は、どのくらいですか。

小泉　工事が 2 に対して材木・建材類の売上が
1 の割合です。因みに、私が入社した頃の建築
工事はリフォームが中心だったので、材木・建材
類の売上が 1 に対して、建築工事売上は 0.1 ～ 0.2
程度。年商は 3 倍に増えてトータルで 14 億円
になりました。その間、順風満帆だったとはい
えませんが、「100 年間住みつぐ家」を実現す
るためには、当社が毎年確実に利益を積み重ね
て 100 年先も生き続けられるように、高性能住
宅をはじめ、M ＆ A などによる思い切った事
業展開で基礎を盤石にしたいと思っています。
小川　M ＆ A について、お考えを聞かせていた
だけますか。
小泉　小泉木材は、材木販売会社として 100
年先も生きつづける、と決めましたが、私の後
を受け継ぐ息子や孫は、おそらく荒波の中で戦
わなければいけないと思います。その厳しさを
少しでも和らげられるように、母体を守れる護
送船団となるグループ会社を組織して、周りを
固めていこうと動いています。
　一方、小泉木材の仕事は肉体労働なので年齢
を重ねて働けなくなる人もいると思います。そ
の受け皿となるグループ会社がいくつかあれ
ば、ベテランたちが次の仕事を気心の知れたグ
ループ内で選択できます。こうした受け皿を用
意することも、経営者としての私の最低限の役
割だと思います。
小川　100 年先まで見通した家づくり・家守り
と、人生 100 年時代を生きる従業員さんの雇
用を守るための M＆Aですね。実にすばらしい
お考えだと思います。

長期優良住宅でストック形成
小川　今、小泉木材さんが建築事業のコアに据
えている高気密・高断熱住宅を始めたきっかけ
を聞かせていただけますか。
小泉　2009 年（平成 21）、私が設計して建て
た自宅がきっかけになりました。当時は、自然
素材を使えば家族が健康に暮らせる家になると
信じて疑わず、ひたすら健康的とされる素材を
掻き集めて家を建てました。
　ところが 4 年後、子供たちを 1 階の子供部屋
で寝かせるようになった冬に、子供たちが寝は
じめると咳き込むようになり、その症状は悪化
するばかりでした。
小川　その原因は何だったのですか。
小泉　1 階の北側の子供部屋は、冬は寝る前に
はエアコンをつけても、就寝中はエアコンを切
るので朝の室温が 10℃を下回り、窓や壁クロ
スにカビも発生していました。翌年、改修して
幸い子供たちの症状は改善しましたが、その失
敗をきっかけに徹底的に学びなおして高気密・
高断熱の家を建てるようになりました。
　ですが、未だに性能の低い住宅が建てられ
ていて命を落とす人もいるのが現実です。そ
れで良いのか、お客様であり仲間でもある工
務店さんに問いつづける啓蒙活動にも取り組
んでいます。
小川　高気密・高断熱にすれば、健康的に暮らせ
て光熱費も抑えられます。そこに一人でも多くの
方に賛同いただいて多種多様な高性能住宅を手が
ける仲間を増やし、維持管理を事業として確立す
るには、何をすれば良いとお考えですか。
小泉　その答えが見つかっていないからこそ、
私も理事の一人に加わって立ち上げたのが一般
社団法人 住宅管理・ストック推進協会（通称：
住管協）です。
　今、日本で建てられている住宅は、少なくて
も 60 年、適正な維持管理があれば 100 年はも
つだろうと思います。住管協は、建てて何年後
にどれほどの価値が維持できるかに着目し、「住
宅は建てて終わりではなく、維持管理をする家
守りが事業として成り立つ」と考えています。

小川　そこは大事な視点ですね。
日本の住宅は、未だに住宅ローン
を払い終える頃には資産価値ゼロ
と言われ、いつまでたってもスク
ラップ＆ビルドを繰り返し、住宅
への投資を続けています。これが、
日本社会で豊かさが感じられなく
なっている大きな要因ではないで
しょうか。
小泉　住宅生産者団体によれば、1
棟当たりの 1 年間の営繕費用は 20
万円～ 25 万円。当社独自の分析
データでは、横浜地区で自分たち
が建てた家は、1 棟当たり年間 30
万円、30 年間では 900 万円の維持管理費にな
ります。維持管理で出た利益で人件費が賄えれ
ば、余力を思い切った新築事業への投資に回す
ことができます。また同時に維持管理ストック
を増やせます。それを 100 年間続けていけば
莫大な数になります。
小川　建て終えた住宅が維持管理の市場にな
る、そこをビジネスチャンスととらえて積極的
に取り組んでいくということですね。
小泉　フロー型ビジネスを続けている工務店さ
んは、毎回の打席でホームランを狙っている、
というのが私の正直な印象です。戸建て住宅需
要が少なくなることに気を取られていないで、
維持管理するビジネスで地道に駒を進めて得点
にすれば、毎回の打席でホームランを打たなく
ても、負けない試合ができると思います。
小川　小泉社長が言われるように、建て終えた
先を考えるストック型の視点を加えることで、
住まい手に寄り添う家守りができます。そして
着実に果実を手にすることができる、そこに向
かっていくべきですね。
小泉　自分たちが建てた家が 30 年で壊されて
しまえばそこで終わりです。だからこそ、100
年間住みつぐことができる躯体や高気密・高断
熱にすべきです。その結果としてランニングコ
ストが低減できて、CO2 排出量抑制にも繋がっ
ていく、と私は思っています。意識さえ変えれ
ば、住宅供給側も住まい手も、両方がハッピー
になれます。
小川　狩猟型一辺倒ではない、農耕型の発想を
加えていくことで負のスパイラルから抜け出す
ことができるということですね。

資産価値形成にも貢献
小泉　この戸建住宅価格査定結果は、国土交通
省の指針「既存住宅価格査定マニュアル（平成
25 年 7 月改定）」に基づいて横浜地区の標準建
築費（単価）19 万円／㎡・延べ床面積 100㎡
の住宅が、築 30 年後にいくらで売れるかを建
物価格のみシミュレーションしたものです。

　国が定めた指針にのっとって維持管理してい
る長期優良住宅には、30 年後これだけの資産
価値がある、素晴らしい世界があります。
小川　このことは、日本全国で住宅建築に関
わっている多くの方々に、ぜひとも知っていた
だきたいです。
小泉　この世界を目指していこうというのが住

管協です。その家を建築した人が家守りをつづ
け、資産価値を守る、これは大事な役割だと思
います。
小川　そのとおりですね。戸建て住宅でも必要
になる維持管理費をマンションの修繕積立金と
同じように毎月積み立てていく仕組みづくり、
あるいは、住宅の資産価値を維持しながら長期
で返済できる住宅ローンがあれば、住宅費への
投資負担が軽減されて日本でも豊かさが実感で
きるようになるでしょうね。
　維持管理に必要な費用も、手放すときの価値
が担保できれば安いものだと思います。
小泉　すでに長期住宅ローン【フラット 50】
も登場しています。それは、少なくとも築後
50 年間は維持管理して守られなくてはいけな
いことを意味しています。そのための家守りを
担うのは、家を建てた私たち工務店です。更に
100 年住宅のための【フラット 100】を創って
もらえることを願っています。
　同時に、家づくりは地域によって材料も違え
ば建て方も違う、材料も地産地消で賄えるのが
一番だと思います。今は、お施主様が支払う代
金の約半分は海外に流出していますが、その全
てが地元に投下されれば、地域経済に貢献でき
て、巡り巡ってお施主様にもメリットになると
思います。
小川　確かにそうですね。
小泉　ウッドショックのときに、あれほど国産
材活用への転換を声高に叫んでいたのに、のど
元過ぎればで、早くも外材に戻ってしまってい
ます。
小川　余りにも目先の利益を追いすぎて社会貢
献や社会をどうやって良くしていくべきか、と
いった大義をもてなくなっているのではないで
しょうか。
小泉　私たちは事業理念 / パーパスを、100 年
後の子供たちに責任を持ち、豊かにする「志」
とし、スタッフと共有しております。地域の気
候に適した高性能住宅をつくります。地域経済
に還元する事業に取り組んでいきます。と宣言
して、それを粛々と続けて、地域で応援される
関係性を創っていく以外、地域で商売する私た
ちが生き残る方法はないと思います。
　こういう話をし、実践していることが、存在
意義を追求している若い人たちにも共感しても
らえ、職場として選んでもらえることが多く
なってきていると思います。
小川　私どものコアビジネスもまさに、地域密
着でご商売されている販売店の皆様とのつなが
りがベースにあって、お施主様が物心両面で豊
かになって喜んでいただけるように、志の高い
皆様と一緒に汗をかいて実績を残していくこと
だと思います。
　私どもは流通の立場から、住宅産業界をサス
テナブルに変えていく啓蒙活動も含め、理想の
社会、理想の住まいを創っていくために、皆様
と一緒に取り組ませていただきたいと思ってい
ます。
　本日は貴重なお話を聞かせていただき、あり
がとうございました。

100 年間住み継ぐに値する家を建て、理論的に資産価値を守っていくお手伝いをする会社です。

http://woodmeister.jp

詳細はこちらから▲

【会社概要】
本　　社　神奈川県横浜市都筑区川和町 101 番地
会社設立　1946 年（昭和 21）　
　　　　　有限会社協和製材所
　　　　　1949 年（昭和 24）
　　　　　小泉木材株式会社に改称
資 本 金　1,000 万円
従業員数　13 名（2023 年 7 月現在）

こいずみ　たけひこ

代表取締役

小泉 武彦 様
【プロフィール】

1976 年（昭和 51）横浜市に生まれる
2006 年（平成 18）小泉木材株式会社に入社
2010 年（平成 22）専務取締役に就任
2015 年（平成 27）代表取締役に就任

【事業内容】
材木・建材・住器及び住宅関係資材販売／製材・加工業／
建設業／一級建築士事務所／不動産貸付業

【長期優良 AAAランク】
耐用年数 100 年
維持管理の履歴・点検あり、30 年後に修繕
査定物件価格 2,783 万円
【長期優良 AAAランク】
耐用年数 100 年
維持管理の履歴・点検なし、30 年後に修繕
査定物件価格 2,590 万円
【仕様 Cランク】
耐用年数 30 年
維持管理の履歴・点検・修繕なし
査定物件価格 73 万円

32023.12
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電気をつくる▶電気をためる▶電気をかしこく使う
全ての商品をご提案します

商品の多様化により選定が複雑化している電材商品を
＂ わかりやすく＂ ラインナップしたオリジナル ＂ 電材カタログ E.COLLE＂ です。
ジャパン建材では、よりわかりやすく、よりリーズナブルに電材商品をご提供いたします。
IoT 商品などの最新商品も掲載した ＂ 電材カタログ E.COLLE＂ をご利用ください。

ご提案方法

❶充実したラインナップ
複数の商品が掲載されており、このカタログ1冊で1棟丸ごとの提案が
可能です。
商品選定をしやすくするために、厳選した商品を掲載しています。

❷マーキング方式の価格設定
カタログに記載している☆印などのマーク別に掛け率を設定しました。
これにより予算も直ぐにわかり、お施主様とのお打ち合わせもスピーディ
ーに進められます。

❸プランボードによる提案
平面図・立面図によりご依頼をいただければ、お見積書とあわせてプラ
ンボードにより提案をさせていただきます。

❹オプション品の紹介や豆知識入り
「あかりの選び方」といった豆知識から、プラスαの提案まで。
お施主様のニーズを引き出す様々な仕掛けが散りばめられています。

電材カタログ E.COLLE４つの特徴

ト
ン
イ
ポ
の
つ
４

ご指定いただいた商品を実物件の平面図に落とし込み、
お施主様へもわかりやすいようにプレゼンボードにてご
提案いたします。“お任せ”でのプラン作成も可能です。

＂快適性＂ の他に、直面している
光熱費高騰の対策や地球環境の観点から

＂省エネ性＂ がこれからのすまいづくりに
求められる時代になってきました。

『サステナブルホーム』
電気をつくる▶電気をためる▶電気をかしこく使う

これからのくらしを電気設備からご提案します。



住宅用太陽光発電・蓄電システム

※ハイブリッドパワコン・ハイブリッド蓄電システムの
　保証年数は 10 年となります。
　（オプションにて 15 年に延長することができます。）

省エネ

省エネ

防災

省エネ

防災

電気自動車の蓄電池と家の電気を
つないで、“普段の暮らしを経済
的に” “停電時も安心”

ガス＆電気併用型  ハイブリット給湯器

給湯光熱費を
抑えたい方に
オススメ

狭小地設置も可能

142%
年間給湯効率

PVモデルは131.6%
※ JGKAS A705-2020に基づく年間給湯
　 効率（6地域、給湯負荷16.6GJ/年）

太陽光発電システムを連系することで更に光熱費をお得に
太陽光発電（PV）活用の“カギ”は、『売電』より『自家消費』

太陽光連携商品

太陽光連携商品

ダクトレス全熱交換型換気システム
配管スペースいらずの第一種換気システム

もっと早く、火災を見つける。

一酸化炭素検知機能付き 火災警報器

火災でなくなる方の多くは
一酸化炭素中毒・窒息が原因です。

建物火災の
死者数
1,165人

一酸化炭素中毒・窒息

429人（36.8%）

出典：令和4年版消防白書

住空間にマッチしたキャビネットに
盗電・盗難防止の安心をプラスし
たEV・PHV充電用電気設備です。

防犯対策 収 納 安全設計

シンプルかつスマートなデザイン《戸建て家庭向け》

EV普通充電用電気設備【コンセントタイプ】
樹脂製

金属製

ワイヤレス型 セキュリティカメラ

センサーライト付  
ワイヤレスフルHDカメラ＆
10inchモニターセット

。ルデモドンエイハたえ備 を能機のてべす

みはり自動録画機能付きテレビドアホン

※マイクロSDカード(別売)挿入口
※物体感知機能

みはり自動録画機能
カメラの前を人が通った時
などに、自動で録画を開始。
自動録画の検知レベルは3
段階で調整できます。

自動で録画

自動で

録画を
開始！

microSDカード挿入時（未挿入時は静止画）
左右画角
約110°

不審者対策に安心機能搭載
・機械音声対応機能

　電気・ガスの供給が遮断
　されてもお湯を供給

　狭小地にも設置可能！

　小スペースに対応！
　小型・軽量で壁掛け可能！
　重塩害・積雪 地域に対応！
　安心の長期保証（10 年間）

　一酸化炭素検知機能をプラスした火災警報器

　暖冷房セーブ
　ゆとりある空間
　簡単メンテナンス

 　普及が進んでいる ” スマートホーム ” を
　プラン作成よりお手伝いします

52023.12

＂これからのくらし＂ を彩る最新の電気設備　　pick up 商品！
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居住性向上と光熱費削減に高断熱性能を‥等級 6・7を目指すなら
高性能フェノールフォーム断熱材「フェノバボード」

冷蔵庫＋テーブルの今までにない革新的なスマート家電

冷蔵・冷凍庫×スピーカー

フクビ化学工業株式会社　

株式会社ロイヤル　

フェノバボードは、業界最高クラスの断熱性能〈0.019W/（m・K）〉を有する高性能フェノールフォー
ム断熱材です。薄くても十分な断熱性能を持っているため、住宅の高断熱化にもおすすめです。

1. 高い断熱性能　　微細な気泡に高断熱ガスを密閉することで高い断熱性能を実現

2. 性能の長期維持　気泡内の断熱ガスが抜けにくいため、断熱性能を長期間保持

3. 安心の防火性能　燃焼時にも表面が炭化するだけで燃え広がりにくい性質を持つ

動画はこちら
 

屋根 壁 床
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ジャパン建材フェアご来場・お買い上げ御礼

10 月 19 日（木）、20 日（金）

第 36 回関西ジャパン建材フェア
売上：3,059,849 千円
動員：2,492 名

10 月 25 日（水）

第 15 回四国ジャパン建材フェア
売上：1,283,445 千円
動員：1,309 名

10 月 26 日（木）、27 日（金）

第 18 回九州ジャパン建材フェア
売上：1,231,444 千円
動員：2,287 名

　10 月 19 日（木）、20 日（金）、南港 ATC ホールにて

第 36 回関西ジャパン建材フェアを開催いたしました。

　今回は「TO be a “R”eader 〜次世代のリーダーに〜」

をテーマに掲げ、常に業界の先頭に立ち、業界の見本

となるような、先見の明を持つ人になるという思いを

込めました。

　潜在ニーズを掘り起こす展示など、時代に沿った商

材をご提案させていただき、大盛況で終えることがで

きました。

　10 月 25 日（水）、サンメッセ香川にて 4 年振りに

第 15 回四国ジャパン建材フェアを開催いたしました。

　今回は『Sustainable 住環境〜つなぐ今、つなげる

未来〜 ROAD to 2030』をテーマに掲げ、サステナブ

ルな住宅について、ご来場いただいたお客様に考えて

いただくきっかけになればという思いを込めました。

　Bulls park、電材市・ZEH、初めての木材・合板・

J-GREEN 展示コーナーなど、セミナー含め、四国全域

より、1 日で 1,300 名を超えるお客様にお越しいただ

き、終日大盛況で終えることができました。

　10 月 26 日（木）、27 日（金）、福岡国際センター

にて第 18 回九州ジャパン建材フェアを開催いたしま

した。

　今回は『今を結び未来へ繋げる』をテーマに掲げ、

ZEH 仕様作戦会議・防犯防災コーナー・メーカーショー

ルーム連動企画・特価市・タイムセールなど、お客様

に様々な提案・販売を行うことができました。

　2 日間の開催で九州全域より 2,200 名を超えるお客

様にお越しいただき、大きなご商売の場を設ける事が

できました。



企画発行

第 30 回　　  雙環フォーラム 開催

ジャパン建材株式会社　営業推進部 TEL：03-5534-3711（代）〒136-8405　東京都江東区新木場1-7-22

　2023 年 11 月 9 日（木）、本社新木場タワー 1 階大ホールにて、「第 30 回雙

環フォーラム」を開催いたしました。

　当日は 200 名を超えるお客様・仕入先様にご参加いただき、講師には、第 30

回の節目を記念して、芸人・映画製作・童話作家としてマルチに活躍されている、

西野亮廣氏をお招きし、「講演会　in 東京都江東区」と題してご講演いただきま

した。

　出だしから繰り広げられるトークのリズムは軽快そのもので、あっという間に

お客様の心を掴んで西野ワールドへ。最新著作の「夢と金」の内容や、ご自身の

ご経験に基づくお考えや知識を織り交ぜながらとてもロジカルに展開された 90

分のお話は、大変興味深く、今後のビジネスにもとても示唆に富んだ内容でした。

講演会が終わった時点で、すっかり西野さんのファンになった方も多かったので

はないでしょうか。

　今後も多方面で活躍される西野

さんには目が離せませんね！

　尚、次回の雙環フォーラムは、

2024 年 5 月の開催予定となりま

す。どうぞお楽しみに！
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合板
天気図
合板
天気図

ジャパン建材　合板部

部長  猪爪  清和

曇りのち晴れ

新設住宅着工戸数
　2023 年 9 月は 68,941 戸（前年同
月比 6.8％減）で 4カ月連続の減少と
なった。その内、木造住宅は 40,440
戸（前年同月比 4.6％減）で 18 カ月
連続の減少となった。季節調整済年率
換算値は 80.0 万戸で前月比 1.5％減、
先月の増加から再びの減少となる。
　利用関係別では、持家が 19,527 戸
（前年同月比 12.3％減）で 22 カ月連
続の減少、貸家は 29,735 戸（同比
2.9％減）で 2カ月連続の減少、分譲
住宅は 19,266 戸（同比 7.3％減）で
4 カ月連続の減少となった。分譲の
内訳はマンションが 8,148 戸（同比
2.8％減）で 3カ月連続の減少、戸建
ては 11,014 戸（同比 10.4％減）と
11カ月連続の減少となった。
　持家、貸家及び分譲住宅が減少した
ため、全体で前年同月比 6.8％の減少
となった。

国内・輸入合板の供給量
　9月の国内合板生産量 22.3 万㎥（前
月比 104.6％、前年同月比 88.7％）
と発表された。その内、針葉樹合板の
生産量は 21.9 万㎥（同比 104.1％、
88.9％）となり、出荷量は 22.1 万㎥
（同比 105.4％、105.5％）で在荷量
は 16.4 万㎥となった。
　輸入合板の 9 月度入荷量は 18.6
万㎥（前月比 114.0％、前年同月比
92.4％）となった。国別入荷量は、マ
レーシアが6.4 万㎥、インドネシアが
6.0万㎥、中国が4.0万㎥となっている。
　2023 年入荷量累計では、マレーシ

アが前年比 61.0％、インドネシアが
64.7％とかなり入荷が少ない状況に
なっている。

今後の見通し
　輸入合板は、9月は入荷量 18.6 万
㎥（前年同月比 92.4％）と単月では
今年度最高入荷量となるが、累計平均
では 15.8 万㎥と大方の予想以上に少
ない状況である。その結果、港頭在庫
の調整もつき歯抜けアイテムが出てき
ている。停滞していた相場がようやく
上昇傾向に向かう環境となってきた。
現地は限られた生産になっており、今
後も為替の影響もあり積極的な購入が
難しい状況である。需要背景は乏しい
が、急激な価格上昇や欠品するアイテ
ムが出てきてもおかしくない状況と考
える。そこのところを踏まえたうえで
手当てを進めていただきたい。
　国内針葉樹合板は、メーカー各社が
相場の下落を避けるように減産を表明
し働きかけているが、現実として川下
からの揺さぶりもあり流通での安値販
売が散見される。メーカー建値に疑問
の声が聞こえてきており、弱基調は払
拭されない。市況を安定させるため
に、メーカーには今後も需給バランス
の再構築を図る意向を示していただき
たい。メーカー各社が建値をしっかり
維持できるかが焦点になっている。国
内合板、輸入合板で居所の違う状況が
続くと思われる。
　来年 2024 年は合板天気図が晴れ
の連続である事を望んで終わりとし
たい。

お申込みなどの詳細は、ジャパン建材各営業所までお願いします。


